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この他にも、広域的な
分別方法の統一やリサ
イクルなどのさらなる
資源化の推進、ごみの
減量、多発する自然災
害への対応など、新た
な施設を整備する機会
に、検討することはた
くさんあるんじゃよ。

【問合せ】　新ごみ処理施設整備室　☎７８２－０２６３

　ごみつうしん　南魚沼 No.2

　現在、新たなごみ処理施設の整備に向けて、今後の人口減少やごみ量
の推移、経済性などを踏まえて、施設の場所や規模、燃焼方式、施設か
ら発生するエネルギーの利用方法など、さまざまな検討を行っています。

৽͝Έॲཧࢪઃの੔උʹݕ͚ͨ޲౼

　新ごみつうしん南魚沼№１（市報９月１日号に掲載）では、現施設の老朽化による新たなごみ処理施設
整備の必要性と、広域化により南魚沼市、魚沼市、湯沢町の２市１町で共同整備することになった経過な
どを紹介しました。今回は、新たなごみ処理施設の整備に向けて検討していることや、施設から発生する
エネルギーの活用などについて紹介します。

ごみごみ新新

建設地
　新ごみ処理施設では、南魚沼市、魚沼市、湯沢町の２市１町の広
範囲のごみを収集して処理することになります。そのため、ごみの
運搬距離などに極端な偏りが出ないよう、建設地は２市１町の中心
エリアを選定したいと考えています。交通量の増加なども含めた周
辺環境への影響を最小限に抑えるため「安全安心で、環境に十分配
慮した施設」をめざしています。また、できるだけ災害などの発生
時にも影響を受けにくい場所を検討しています。

施設の規模と面積
　広域化に伴い、可燃ごみの処理能力は現在の環境衛生センター〔島
新田〕の約1.3倍の規模が必要になると想定されます。これは、施
設を24時間運転する場合の規模ですが、熱エネルギー活用の方向
性によっては運転時間が変わる可能性もあります。その場合、さらに
規模が大きくなる半面、運転経費を抑えることができることなどから、
複合的な検討が必要です。また、可燃ごみの処理施設と不燃ごみの
処理施設を同じ施設内に整備することを検討しており、施設の面積
は全体で約３ヘクタール（３万㎡）が必要になると考えています。

燃焼方式
　可燃ごみ処理施設の燃焼方式は、「ストーカ方式」と呼ばれる燃
焼方式を検討しています。これは近年、全国で建設されるごみ処理
施設の８割以上が採用している燃焼方式で、構造がシンプルである
ため、建設費や維持管理費が他の方式と比べて安く、安定した燃焼
が特徴です。また、ストーカ方式は熱効率が高いため、補助燃料と
して灯油やガスなどの化石燃料を使用する必要がなく、環境にも優
しい方式です。

博士、新しいごみ処理
施設整備に向けて、ど
んなことが考えられて
いるの？

ごみの減量化 運搬距
離

人口減少

リサ
イク
ル
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施設から発生するエネルギーの活用
　ごみを燃やす時には膨大な熱エネルギーが発生
します。これを有効に活用することは、化石燃料
を減らし地球温暖化の防止にもつながります。
　新ごみ処理施設で発生する熱エネルギーの有効
活用については、今後建設地の周辺地域とも相談
し、実現可能な内容を検討していく予定です。

　現在、環境衛生センターでごみを燃やす時に発生
する熱エネルギーは、隣接する「金城の里」の温泉
水を温めるために活用しています。「金城の里」では、
35℃の温泉が湧出しており、市民や観光客など年間
約６万人の利用があります。
　また、ごみを燃やす時の熱を利用して蒸気タービ
ンで発電機を回し、施設内の電力をつくっています。１日の発電量は21,600kw/hで、これは一
般家庭の約1,170世帯分に相当する電力となっています。

環境衛生センターのエネルギー利用

　ごみ処理施設の理解と関心を深めていただく
ため、先進地を視察します。市民を対象に参加
者を募集します。
日時　塩沢地域 11月18日㈬、六日町地域 11月
　19日㈭、大和地域 11月20日㈮　
　９：00～17：00（予定）
※ 市のバスを運行します。集合場所・出発の時
間などの詳細は、後日参加者に連絡します

視察場所　上越市クリーンセンター、上越リゾート
　センターくるみ家族園〔上越市大字中島〕
申込み　新ごみ処理施設整備室に電話でお申し
　込みください（☎７８２－０２６３）
募集期間　10月5日（月）～30日（金）
　８：30～17：15　※土・日曜日を除く
定員　各地域で20人（先着順）

◆次回は、現在のごみ処理の流れや、資源化・減量化の取り組みなどを紹介します。

ઌਐ஍࡯ࢹのࢀՃऀΛืू͠·͢

エネルギーの有効活用の例

温泉施設「金城の里」〔島新田〕

温浴 発電 健康増進
プール

ふじみ野市・三芳町環境センター〔埼玉県ふじみ野市、三芳町〕
　埼玉県の「ふじみ野市・三芳町環境センター」
は、可燃ごみと不燃ごみの処理施設のほか、
体験型の学習を行う「環境学習館えこらぼ」
や不用になったタンスや自転車などを修理し
て販売する「リサイクル工房」を備えています。
　また、ごみ処理施設の隣には、ごみ焼却時の熱
エネルギーを利用した「ふじみ野市立 エコパ」
が整備されています。エコパでは、「ふれあい・
交流・健康」をテーマに、ローマ風呂や和風風呂
などの温浴施設や健康増進プール、地元の野菜を
使ったメニューを提供するレストランなどがあ
り、１日に約700人の利用があります。

ઌਐࢪઃの࡯ࢹ　ύート1
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歳入 333億1,940万円（前年度比
＋1億7,266万円）

歳入 128億1,255万円（前年度比	 △9,112万円）

歳出 318億5,059万円（前年度比
△4億 234万円）

歳出 125億9,137万円（前年度比	 ＋1億1,359万円）

ྩ࿨ݩ೥౓　Ұൠձࢉܾܭ૯ֹ
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特別会計内訳
会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険 55億1,120万円 53億7,030万円 1億4,090万円
後期高齢者医療 5億4,377万円 5億3,514万円 862万円
介　護　保　険 66億5,177万円 65億9,213万円 5,964万円
城 内 診 療 所 1億 581万円 　9,380万円 1,201万円

※端数調整の都合で表示値と計算値が整合しない場合があります（以降同様）
※ 下水道事業は令和元年度に特別会計から公営企業会計へ移行しました。前年度比は、平成30年度特別
会計総額から下水道特別会計分を除いた額との比較です
企業会計決算額
水道事業会計 収　入 支　出
収益的収支 19億5,490万円 18億9,626万円
資本的収支 3億5,960万円 16億7,016万円
計

（前年度比）
23億1,451万円

（△4億7,574万円）
35億6,643万円
（△91万円）

病院事業会計 収　入 支　出
収益的収支 54億2,716万円 57億3,615万円
資本的収支 6億1,597万円 8億1,141万円
計

（前年度比）
60億4,313万円

（＋4億 243万円）
65億4,756万円

（＋3億7,987万円）

下水道事業会計 収　入 支　出
収益的収支 34億 959万円 33億 296万円
資本的収支 27億5,009万円 34億5,863万円
計 61億5,968万円 67億6,159万円

市の財産（令和元年度末現在）
土地 2,093万4,127㎡
建物 32万2,581㎡
有価証券 4億3,100万円

主な基金の残高（令和２年５月末現在）
財政調整基金 21億1,970万円
減債基金 1億 394万円
合併振興基金 33億7,280万円
文化・スポーツ奨励棚村基金 7,482万円
国際交流及び文化スポーツ基金 7,249万円
ふるさと基金 4億 　円
ふるさと応援基金 8億8,880万円
その他 9億6,083万円

合　　計
（前年度比）

79億9,339万円
（＋8億 238万円）

市債の残高（令和元年度末現在）
一般会計 377億4,891万円
水道事業会計 88億9,877万円
病院事業会計 50億2,461万円
下水道事業会計 272億8,901万円

合　　計
（前年度比）

789億6,130万円
△38億4,874万円

ྩ࿨ݩ೥౓çܾࢉ報ࠂ�〜ೆڕপࢢͷ令和ݩ年౓ܾ͕ࢉɺٞࢢձͰೝఆ͞Ε·͠ ͨ〜
【問合せ】　財政課 財政係　☎７７３－６６７１

※ 各会計の決算書は本庁舎 財政課、南魚沼市図書館、大和・塩沢図書室に用意しています。気軽にご覧
ください
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目的税 注1の使途状況
入湯税　令和元年度収入額：3,501万円

事業区分 事業費 入湯税
充当額 充当事業の内容

環境衛生設備の整備 7,022万円 220万円 ごみ処理施設整備事業借入金の元利償還金など
消防施設などの整備 1億4,711万円 161万円 ポンプや消火栓、水槽車、消防団車両の整備など
観光施設の整備 4,536万円 576万円 観光拠点情報・交流施設、八海山麓観光施設の整備

観光振興 1億5,867万円 2,544万円 観光PR業務、道の駅南魚沼管理運営費、観光協会運
営費補助、観光イベントへの補助など

注1地方税の中で、一定の政策目的を達成するために使途を限定して課税するものを目的税といいます
入湯税： 環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、消防施設などの整備や観光振興に要する費用に充てるた

め、入湯客に対して課税しています。
※目的税の一つである都市計画税は、令和元年度から廃止となりました

主な財政指標（令和元年度地方財政状況調査値 注2 ）
項　目 数　値 説　明

標準財政規模 195億4,554万円 地方公共団体で標準的に収入が見込まれる一般財源の規模

財政力指数 0.411
地方公共団体の財政力の強弱を示す指標（平成29年度～令和元年度の
3か年平均）
※この数値が1以上の団体は、国からの普通交付税が交付されません

実質収支 12億4,235万円 歳入総額と歳出総額の差額から翌年度に繰り越すべき財源を引いた額

経常収支比率 87.1％
毎年度義務的・経常的に支出する人件費、扶助費、公債費などの経費（経
常的経費）が、使い道を特定せずに経常的に収入する市税や普通交付
税などの一般財源の額（経常一般財源）に占める割合
※比率が高いほど、財政構造の硬直化が進んでいることを表します

注2
 
全国市町村の普通会計決算状況について、統一的な方法で行われる調査。普通会計として、一般会
計と城内診療所特別会計を合わせた額で作成しています

令和元年度決算に基づく健全化判断比率など
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和元年度決算に基づく健全化判断比率
と公営企業会計の資金不足比率を算定し、９月定例議会に報告しました。いずれも早期健全化基準を下回っ
ています。
健全化判断比率 （単位：％）

健全化判断比率 令和元年度
決算

平成30年度
決算 比較 早期健全

化基準
財政再
建基準 説　明

実質赤字比率
（一般会計等分） － － － 12.52 20.00 収入に対する年間赤字の割合を示した数値

連結実質赤字比率 － － － 17.52 30.00 実質赤字比率を特別会計・企業会計を含めた全会計に適用した数値
実質公債費比率
（３か年平均値） 14.0 15.5 △1.5 25.0 35.0 収入に対する年間の市債償還額の割合を示した数値

将来負担比率 106.5 126.3 △19.8 350.0
一般会計などが将来にわたって負担
する負債が、１年間の収入に対して
どれくらいかを示した数値

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、黒字のため「－」で表示しています
資金不足比率：公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比率を示す指標です。
　水道事業会計、病院事業会計、下水道事業会計の全会計で、前年度に引き続き、いずれも資金不足は生
じていなく、経営健全化基準（20.0％）を下回っています。
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一般会計決算の状況
歳入内訳

科　目 令和元年度
決算額

前年度からの
増減額

市税 73億2,758万円 722万円
地方譲与税 3億2,665万円 802万円
各種交付金 13億7,799万円 9,670万円
地方交付税 111億3,923万円 △494万円
分担金及び
負担金 3億3,860万円 △1億1,897万円

使用料及び
手数料 4億1,953万円 △812万円

国庫支出金 35億3,599万円 4億3,824万円
県支出金 18億7,890万円 △5,349万円
財産収入 1億1,006万円 917万円
寄付金 17億4,328万円 5億6,541万円
繰入金 5億8,376万円 △4,688万円
繰越金 8億9,381万円 △1億3,911万円
諸収入 12億7,140万円 902万円
市債 23億7,260万円 △5億8,960万円

※その他： 「分担金及び負担金」「使用料及び手数
料」「財産収入」「繰入金」

歳出内訳

科　目 令和元年度
決算額

前年度からの
増減額

議会費 1億7,365万円 2,139万円
総務費 78億9,775万円 4億5,831万円
民生費 75億6,951万円 59万円
衛生費 27億1,002万円 △6億3,774万円
労働費 1,341万円 100万円
農林水産業費 12億2,711万円 △4,108万円
商工費 5億1,308万円 1億3,863万円
土木費 44億7,825万円 △1億 704万円
消防費 4億9,449万円 △1億6,713万円
教育費 21億5,136万円 △9,506万円
災害復旧費 1億 365万円 7,226万円
公債費 45億1,830万円 △4,648万円

一般会計
歳出総額
318億
5,059万円

総務費
24.8%

労働費 0.04％
農林水産業費 3.9%
商工費 1.6%

消防費 1.6%
災害復旧費 0.3%
議会費 0.5%

民生費
23.8%

衛生費
8.5%

土木費
14.1%

教育費
6.8%

公債費
14.2%

一般会計
歳入総額
333億
1,940万円

依存
財源
61.9％

市税
22.0％

その他 4.4％
繰越金 2.7％
寄付金 5.2％
諸収入 3.8％

地方交付税
33.4％

国庫支出金 10.6％
県支出金 5.6％
各種交付金 4.1％
地方譲与税 1.0％

市債
7.1％

自主
財源
38.1％
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・都市計画税の廃止に伴う減
（市税　△5,628万円）

・保育料無償化に伴う保育園入園費負担金の減
（分担金及び負担金　△1億1,588万円）

・ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の増
（寄附金　＋5億5,581万円）

・ふるさと納税に関係する基金からの繰入金の増
（繰入金　＋2億1,678万円）

・臨時財政対策債の減
（市債　△2億4,810万円）

・プレミアム付商品券事業による増
（商工費　＋1億2,675万円）

・小学校大規模改造事業費（上田小学校）の増
（教育費　＋1億6,652万円）

・上水道事業対策費の減
（衛生費　△2億5,474万円）

・ふるさと応援基金積立金の増
（総務費　＋1億5,816万円）

・消防車両整備事業費の減
（消防費　△1億4,576万円）

歳　入 歳　出～前年度からの主な増減理由～
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　総務省では、地方公務員の給与や定員管理の状況について、地方自治体間の比較分析をするため、統一
した様式を用いて公表しており、当市もこの様式を用いて職員の給与と定員管理などを公表します。
※区分毎の構成率などは、小数第２位を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります

職員数Ａ
給与費 １人当たり

給与費
Ｂ／Ａ

退職手当
負担金C 共済費D

１人当たり
人件費

(B+C+D)/A給料 職員手当 期末･勤勉
手当 計Ｂ

608人 2,086,294
千円

398,919
千円

835,426
千円

3,320,639
千円

5,462
千円

424,082
千円

693,532
千円

7,300
千円

職員数Ａ
給与費 １人当たり

給与費
Ｂ／Ａ

退職手当
負担金C 共済費D

１人当たり
人件費

(B+C+D)/A給料 職員手当 期末･勤勉
手当 計Ｂ

965人 3,392,435
千円

747,521
千円

1,352,103
千円

5,492,059
千円

5,691
千円

689,724
千円

1,120,974
千円

7,568
千円

※人件費には、給料、職員手当、退職手当負担金と共済費、特別職に支給される給料、報酬費などを含む（児童手当は除く）

※職員数は、総務省における給与実態調査の数値（市長、副市長、教育長は含まない）を基にしています

※職員数は、総務省における給与実態調査の数値（市長、副市長、教育長、企業管理者は含まない）を基にしています

※平均給料月額は、基本給の平均で諸手当を含まない額
（※１） 表内における一般行政職とは、税務職、福

祉職（保育士）、技能職、消防職、企業職（水
道、病院事業）などを除く一般職

（※２） ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の
一般行政職の給料月額を同一の基準で比較
するため、国の職員数（構成）を用いて、
学歴や経験年数の差による影響を補正し、
国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月
額を100として計算した指数

（※３） 類似団体は、人口規模、産業構造が類似し
ている団体のラスパイレス指数を単純平均
した値

※休職中、育児休業中などの職員は対象外

区分 採　　　　用 退職
平成31年４月１日 平成31年4月2日～令和２年3月31日 令和元年度

人数 50人 ５人 58人

区　分 一般行政職（※１） 技　能　職 消　防　職
平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

南魚沼市 42.5歳 298,250円 50.4歳 302,536円 37.6歳 295,463円

区　分 一般行政職 技　能　職 消　防　職
高校卒 150,600円 147,900円 173,400円
大学卒 182,200円 211,400円

区　分 南魚沼市 類似団体（※３） 全国市平均
平成30年 92.8 98.0 99.1
平成31年 92.6 97.9 98.9

住民基本台帳人口
(令和２年１月１日現在) 歳出額Ａ 実質収支

(歳入－歳出) 人件費Ｂ 人件費率
Ｂ／Ａ

(参考)平成30年度の
人件費率

56,196人 31,532,972千円 1,242,349千円 4,612,092千円 14.6％ 14.7％

1人件費（令和元年度普通会計決算）（一般会計と公営企業等会計以外の特別会計の合算）

2職員給与費
⑴令和元年度普通会計決算（一般会計と公営企業等会計以外の特別会計の合算）

3職員の平均年齢、平均給料月額

4職員の初任給

⑵令和元年度決算（普通会計、病院会計、水道会計、下水道会計、その他の公営事業等会計の合算）

5ラスパイレス指数（※２）の状況（各年４月１日現在）

6職員の任免の状況（令和元年度）

7職員の人事評価の状況（令和元年度）
　一定期間内に発揮された職務遂行能力を評価する「能力評価」と、目標管理の方法を用いて、一定期間内の
業績を評価する「業績評価」による評価結果を人材育成、昇給、勤勉手当、配置管理などに活用しています。

評価 ５(最高) ４ ３ ２ １ 合計

能力評価 人数 ３人 100人 771人 25人 1人 900人
割合 0.3% 11.1％ 85.7％ 2.8％ 0.1％ 100％

業績評価 人数 １人 183人 681人 26人 ３人 894人
割合 0.1％ 20.5％ 76.2％ 2.9％ 0.3％ 100％

市৬һのڅ༩ɾ৬һ਺ɺਓࣄ行੓のӡ営ͳͲのঢ়گ� 〜令和２年4月1日現在〜
【問合せ】　総務課 人事係　☎７７３－６６６０
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区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 部長、部参事 8人 2.7％
５級 次長、課長 29人 9.7％
４級 係長、主幹、副参事 71人 23.7％
３級 主任 90人 30.1％
２級 主事、技師 62人 20.7％
１級 主事、技師 39人 13.0％

計 299人 100％

区　　分 給料等月額 期末手当 給料（報酬）・期末手当総支給額
（令和元年度決算）

給　料
市 長 823,300円 ６月期1.675月分

12月期1.675月分
　計　　3.35　月分
役職加算　　　15％

32,215,418円副 市 長 627,800円
教 育 長 564,800円

報　酬

議 長 392,000円
６月期1.675月分
12月期1.675月分
　計　　3.35　月分
役職加算　　　15％

107,627,676円
副 議 長 322,000円
委 員 長 305,000円
議 員 305,000円

8特別職の報酬など

9一般行政職の級別職員数

11部門別職員数の状況（各年度４月１日現在）

10職員数の年齢別グラフ

※標準的な職務内容とは、各級の代表的な職務
※職員数は、一般職に属する数

区　分 職員数 対前年 主な増員理由 主な減員理由元年度 ２年度 増員減員差引

ී
௨
会
ܭ
部
໳

一
　
ൠ
　
行
　
੓
　
部
　
໳

議 会 4 4 0

総 務 96 98 2 2 会計年度任用職員制度対応による
税 務 23 23 0

民 生 186 185 2 3 △1 保育園業務の充実による 市民センター業務の見直しに
よる

衛 生 47 47 1 1 0 医療対策強化のため係を設置 城内診療所業務の会計年度任
用職員対応による

労 働 2 2 0
農林
水産 24 23 1 △1 JA派遣職員引き上げによる

商 工 13 13 0
土 木 34 33 1 △1 公営住宅業務の見直しによる
小計 429 428 5 6 △1

教育部門 73 71 2 △2 郷土史編さん係廃止による
消防部門 106 108 2 2 消防業務の充実による
計 608 607 7 8 △1

会
ܭ
部
໳

公
Ӧ
ا
ۀ
౳

病　　　院 284 284 0
水　　　道 14 14 0
下　水　道 11 11 0

注1その他 45 48 3 3 介護認定調査の業務量増加による
計 354 357 3 3

合　計 962 964 10 8 2
※職員数は、一般職に属する職員数
　注1 その他は、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療のそれぞれの会計に属する職員

140

120

100

80

60

40

20

0

4職員数 44 105 7298 91 106127 119 91 2681

20歳
未満

20歳～
23歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

44歳～
47歳

32歳～
35歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

60歳
以上

56歳～
59歳

0.4％構成率 4.6％ 10.9％ 7.5％10.2％ 9.4％ 11.0％13.2％ 12.3％ 9.4％ 2.7％8.4％
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12職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間、休憩時間の状況 ⑵年次有給休暇の取得状況

勤務時間 休憩時間
始業時刻 終業時刻 12：00 ～ 13：00８：30 17：15

区分 １人当たり平均取得日数
平成30年 平成31年(令和元年）

年次有給休暇 12.7日 12.1日
※１）各年１月１日～12月31日の取得状況
　２） 非現業の一般職員で市長部局に勤務する職員のう

ち、交替制勤務者、暦年途中の採用者・退職者・
育児休業者を除く

※ 分限処分とは、勤務実績が良くない場合や心身の故障のため、職務の遂行に支障がある場合に、公務能率の
維持を目的として行われる職員の意に反する処分
　懲戒処分とは、法令違反、義務違反等に対して、規律、秩序の維持を目的として科す職員の意に反する処分

研修名 件数 延べ受講者数
自己啓発研修 4 4
各課専門研修 816 4,500
職場内研修 8 223
人事担当課主催 13 262
新潟県自治研修所主催 29 45
新潟県市町村総合事務組合主催 31 94
市町村アカデミー研修 4 4

区　分 南　　魚　　沼　　市 国の制度

期末手当
勤勉手当

〈支給割合〉　　　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当
　　　　　６月期　　　　　　　　　1.30月分 0.95月分
　　　　12月期　　　　　　　　　1.30月分 0.95月分
　　　　　　計　　　　　　　　　　2.60月分 1.90月分
　　　　　職制上の段階、職務の等級などによる加算措置あり

同じ

退職手当

〈支給率〉　　　　　　　　　　　自己都合　　　　　　　勧奨・定年
　　　勤続20年　　　　　　　19.6695月分 24.586875月分
　　　勤続25年　　　　　　　28.0395月分 33.27075月分
　　　勤続35年　　　　　　　39.7575月分 47.709月分
　　　最高限度　　　　　　　　　47.709月分 47.709月分
　　　加算措置　　　 　　定年前早期退職特例措置

同じ

扶養手当
（月額）

・配偶者　　　　　　　6,500円
・子　　　　　　　　　10,000円
・その他の扶養親族　各6,500円
・ 満16歳の年度始め～満22歳の年度末の間にある子は、１人につき
5,000円を加算

同じ

住居手当
（月額）

月額12,000円を超える家賃を払っている職員に、負担している額に応
じて最高27,000円までを支給

月額16,000円超が対象
最高額が28,000円

通勤手当
（月額） ２㎞以上から距離に応じて3,000円～ 24,500円 最高額は同額、距離区分

と額に差異あり

区分 分限処分 懲戒処分
休職 戒告 減給 停職 免職

人数 14人 1人 2人 0人 0人

※平成31年４月１日現在の標準的な勤務時間
13職員の分限と懲戒処分の状況（令和元年度）

15職員の研修の状況（令和元年度）

14職員手当

報告状況 件数
勤務条件に関する措置の要求 0件
不利益処分に関する不服申立て 0件

16職員の福祉と利益の保護状況（令和元年度）
⑴  職員の健康管理
　職員の健康状態を把握し、健康障がいや疾病の早
期発見を行うため、毎年定期健康診断を実施してい
るほか、人間ドックの助成を行っています。また、
心理的な負担の程度を把握するための検査を行い、
メンタル不調の防止に向けて取り組んでいます。
(2) 公平委員会の業務の状況
　市では、公平委員会を地方自治法第252条の7の
規定に基づき、新潟県市町村総合事務組合に共同設
置し、事務処理をしています。17職員の退職管理の状況（令和元年度）

　平成28年４月１日施行の改正地方公務員法で、公
務の公平性を確保するため、退職管理の適正化に関
する規定が定められました。退職後に再就職した元
職員が、再就職先に関する契約・処分などに関して、
退職後２年間、現役職員に対して、職務上の行為を
する（しない）ように要求または依頼すること（＝
働きかけ）が禁止されました。
※ 国、新潟県、類似団体の各種データは令和２年10月１日現在公表されていません。公表後、当市との比較を市
ウェブサイトに掲載します。職員数と給与の詳細は、市ウェブサイト（「南魚沼市　給与」で検索）で掲載中です
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私の国はこんなところ

　キルギス共和国は、国土の約40％が標高３千
ｍを超える山国で、独特な地形をしています。中
国との国境にはティエンシャン山脈が延び、南に
は平均標高５千mに達するパミール高原が広が
っています。雄大な山々には美しい湖が点在し、

その水は透き通っており、中でもイシク・クル湖は有名です。キルギスを訪
れる人びとは、独特な自然の地形や心のこもったおもてなし、伝統料理の数々
に魅了されます。これらは、母国を離れたキルギスの人びとにとっても魅力
です。私は、この国の美しい自然やきれいな水、快適な気候、そして親切な
国民性を誇りに思っています。

南魚沼市に住んで感じたこと

　日本は豊かな文化と古代からの歴史がある、最も神秘的な国ではないかと
思います。世界中の人びとが訪れたいと思い、すでに訪れて好きになった人
もたくさんいると思います。私は南魚沼市での生活を経験でき、幸運でした。
南魚沼市は自然、伝統文化の精神に満ちた行事、お寺、美術館などすべてが
美しく、地域の人びとは親切で親しみやすく、すぐにここが好きになりまし
た。美しい自然、安穏、すべての調和を愛する人びとが集まるすばらしい地
域です。
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　遠隔医療の取り組み事例 
ＮＴＴ東日本新潟支店から実証実験の紹介
　魚沼市で、テレビ会議システムを利用して、医師
と患者をリモートで結んで診察する実証実験を行っ
たところ、患者からは、医師の顔を見ることができ、
とてもありがたいなどの声がありました。
株式会社アイセックから現状などの紹介
　新型コロナウイルス感染症の急速な拡大により医
療アクセスの困難さや不安を払拭するねらいもあり、
時限的な措置として、電話やオンラインによる診療
などの対応が可能になりつつあります。

　介護療養病床から介護医療院への転換事例
　医療法人祟徳会田宮病院介護院〔長岡市深沢町〕 
　療養病床の入院患者がいる中で転換工事を行いま
した。患者本人や家族への説明、騒音や異臭への対
応などに配慮する必要がありました。
※介護医療院とは、長期的に医療と介護の必要性が
　ある人を対象に、日常的な医学管理のほか、看取
　りや終末期医療などの医療機能と入所期限のない
　生活施設の機能を合わせ持つ介護保険施設です

　委員からの意見など
•遠隔診療では、通常に比べて診療報酬が少ないな
　どの問題がありましたが、さまざまな改定も加え
　られ、事業を進めていく上でこれからはプラスの
　方向に向いていくと思います。
•遠隔診療を行う中で、患者への必要なサポート方
　法など、次の具体的な事業展開を考えて進める必
　要があると思います。
•特別養護老人ホームなどでは吸引などの医学的処
　置の対応が難しいため、介護医療院にはそのよう
　な対応が必要な人を受ける役割があると思います。

　南魚沼市民病院医師とゆきぐに大和病院医師から
　聞き取った意見などの報告 
医師：委員の中に市立病院の関係者が入っていな
　いのはなぜか。
委員会：全国的な客観的なものの見方でまずは意
　見を聞きたい、ということで職員をなるべく入
　れずに委員を選出した。具体的な実務の検討で
　は職員が入っていくと良いと思われる。
•委員会の中の、統合・再編という言葉に不安を
　感じる職員もいる。疑心暗鬼にならないような
　公開をお願いしたい。
•これまで委員会では医療の話が多かったが、よ
　うやく交通政策などのまちづくりの話があって、
　委員会の視点が広くなってきたと感じる。

•南魚沼市民病院は140床という条件は与えられ
　たもので、経営的には非常に難しい病床数であ
　る。
•地方の医療は医師の思いが強くないとできない。
　どういう気持ちで医療をやっているのか感じて
　もらいたい。
•市立病院を将来的にどうしていくのか、今後の
　コストや収益を徹底的にシミュレーションして
　提示することが必要である。
•ゆきぐに大和病院が元々持っていた精神や理念
　を絶やすことなくやって欲しい。
•ゆきぐに大和病院では地域包括ケア病床を拡大
　していきたいが、一般病床との割合やマンパワー
　などの課題がある。

第5回 医療のまちづくり検討委員会
【問合せ】保健課　☎７７３ー６８１１

　８月19日㈬、第５回医療のまちづくり検討委員会が開催されました。ゲストスピーカーから遠隔医療、
介護医療院に関する取り組みや課題などの事例を紹介いただきました。また、市立病院の常勤医師から聞き
取った意見などの報告や、城内診療所の経営状況などの説明が行われました。その後、提言に向けて検討し
ていく土台となる骨子案について検討が行われました。（以下、一部抜粋・要約）
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　城内診療所の経営状況 
　外来患者数は年間約7,000人、歳入は約１億円、
このうち一般会計からの繰入金は約4,700万円と
なっています。
今後のあり方
　市立病院群として今後の在り方を考えると、市
民病院との新たな連携の中で今後、外来機能を検
討する必要があると思います。また、新たな交通
体系や自治組織の活性化などで、地域包括ケアと
しての在り方について検討を進めていく必要があ
ります。

医師確保について 
•寄附講座をさらに拡大・強化してはどうか。
•全国的に人気のある研修基幹施設と提携して
　常勤若手医師の増加を図ってはどうか。
•できるだけ常勤医を増加するべきであり、非
　常勤医師については、その必要性について個
　別に検討する必要があるのではないか。

市立病院群の在り方
•統合、大規模な増・改築、新たな病棟整備な
　どには多額の費用がかかるため、今ある医療
　資源をフルに活用した、南魚沼市らしい「地
　域包括ケア」をめざすことが必要ではないか。
•ゆきぐに大和病院と南魚沼市民病院の両院を
　「一つの病院」として考えること、ゆきぐに
　大和病院の理念「地域住民の『生きる』を支
　える」を南魚沼全体に拡大し、「機能」と「職
　員の心」が一体となって「新オールミナミウ
　オヌマ」として新たな南魚沼市の医療を実現
　していくことが必要でなはいか。
•総務省の新公立病院改革ガイドラインでは「地方
　公営企業法の全部適用によって初期の効果が
　達成されない場合には、地方独立行政法人化
　など更なる経営の見直しに直ちに取り組むこ
　と」とされ、地方独立行政法人化（非公務員
　型）、指定管理者制度の導入などの検討を求
　めている。現在の地方公営企業としての病院
　事業の改善に全力を尽くすべきものの、安定
　した医師確保やスケールメリット（注1）の追求、
　指定管理者制度の適応についても検討すべき
　ではないか。

まちづくり 
•バスの乗車場所は限られているため、高齢者
　の交通手段（特に医療機関への受診）として、
　乗り継ぎなどなく自宅から目的地まで移動で
　きるサービスを確保する必要があるのではな
　いか。
•新型コロナウイルス感染症の影響もあり、過
　密ではない地方の魅力が注目される中で、温
　泉療養、自然、食などの幅広い地域の宝を活
　用した医療のまちづくりを考えることが必要
　ではないか。

推進体制の整備
•医療のまちづくり検討委員会は、第三者的な
　観点からの提言だが、これを具体的に事業と
　して推進していくのは市であり現場の病院で
　ある。経営上緊急を要する事項や医師確保の
　ように１年以上前から必要な手を打たなけれ
　ばならない事項、更には予算編成や財政計画、
　必要な条例改正など中長期的な事項など、実
　務的な検討を行う必要がある。そのために、
　市長部局、病院の両者からなるタスクフォー
　ス（注2）を設置する必要があるのではないか。

　詳しい委員会の内容や、過去の
議事録などは、市ウェブサイト
（「医療のまちづくり検討委員会」
で検索）をご覧ください。

提 言 骨 子 案
今回の委員会で提示された骨子の案であり、今後、提言に向けて検討していく土台となるものです。

（注１）資材などをまとめて大量購入することで経
　　　　済的な効率化を図ること
（注２）目標を達成するための特別なチーム
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公営住宅の入居者募集
【問合せ・申込み】　福祉課　☎７７３－６６６７

共通事項
募集期間　10月1日㈭～ 15日㈭
入居資格　・住宅事情に困っている
　・収入基準に適合している
　・ 同居する親族がいる（60歳以上と障がい者は、
上記単身入居「可」の住宅へ申込み可能）

　・暴力団員ではないこと
家賃算定　収入に応じて決定します。

※ 入居などの相談・問合せは、福祉課　公営住宅係で随時受け付けています。入居の申込みは募集期間内の
み受け付けます

申 込み　入居資格を確認のうえ、本庁舎福祉課、
大和・塩沢市民センターで申込書を配布。

　 申込書に必要書類を添付し、募集期間内に福祉
課公営住宅係へ提出。

選考方法　住宅委員会の審議により選考します。
入居可能時期　11月中旬以降の見込み。
※ 入居にあたっては家賃３か月分の敷金、保証人
１人が必要となります

஍
Ҭ

団地・住宅名
〔所在行政区名〕

募集
戸数階数 間取り 建物の構造 単身

入居 家賃月額 駐車場料月額1台分
〔駐車可能台数〕 その他

大
　
　
和

市営桜沢団地
〔田町〕 2 １階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造３階建 不可 17,100～
33,700円

2,400円
〔2台〕

市営天王町団地
〔天王町〕 1 ３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造３階建 不可 18,200～
35,800円

2,300円
〔1台〕

市営大崎団地
〔原小路〕 3

１階
２階
３階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート
造３階建 不可 14,100～

27,700円
1,700円
〔2台〕

࿡
　
　
　
日
　
　
　
ொ

市営宮住宅
〔宮〕 2 － ３ＤＫ 木造高床式２階建 不可 17,400～

22,000円
無料（高床1階）
〔1台〕

車庫高さ
1.6ｍ

市営津久野住宅
〔津久野〕 1 ３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造３階建 不可 15,600～
30,700円

1,900円
〔1台〕

市営余川住宅1号棟
〔飯綱町〕 2 ２階

３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート
造４階建 不可 16,500～

32,500円
2,500円
〔1台〕

市営余川住宅2号棟
〔飯綱町〕 2 ４階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造４階建 不可 16,800～
33,000円

2,500円
〔1台〕

県営余川住宅3号棟
〔飯綱町〕 1 １階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造４階建 不可 16,600～
32,700円

2,500円
〔1台〕

市営西泉田住宅1号棟
〔西泉田〕 1 １階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造５階建 可 14,000～
27,500円

2,400円
〔1台〕

市営西泉田住宅2号棟
〔西泉田〕 1 ２階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造３階建 不可 16,400～
32,300円

2,400円
〔1台〕

県営上町住宅松棟
〔上町1丁目4区〕 2 ３階

４階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート
造４階建 不可 16,900～

33,200円
2,800円
〔1台〕

県営上町住宅竹棟
〔上町1丁目4区〕 1 3階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造４階建 不可 17,400～
34,200円

2,800円
〔1台〕

県営上町住宅梅棟
〔上町1丁目4区〕 4

１階
２階
３階
４階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート
造４階建 不可 19,300～

38,000円
2,800円
〔1台〕

塩
　
　
　
沢

市営来清団地
〔三分区〕 1 ３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造３階建 可 13,800～
27,100円

2,000円
〔1台〕

市営樋渡団地
〔六分区〕 1 ３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

造３階建 不可 17,400～
34,200円

無料（入居者管理）
〔1台〕

市営北原団地
〔六分区〕 1 － ３ＤＫ 木造高床式２階建 不可 18,200～

31,300円
無料（高床1階）
〔1台〕

車庫高さ
1.6ｍ

市営泉盛寺団地
〔泉盛寺〕 2 ２階

３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート
造５階建 可 12,700～

24,900円
無料（入居者管理）

〔1台〕

市営舞子団地Ｂ棟
〔舞子〕 1 １階２ＬＤＫ 鉄筋コンクリート造４階建 不可 20,400～

40,100円
2,000円

（大区画3,000円）
〔1台〕

市営上野団地
〔上野〕 2 １階

３階 ２ＤＫ 鉄筋コンクリート
造３階建 不可 19,000～

37,400円
2,000円
〔1台〕
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【問合せ】　建設課 建設係　☎７７３－６６７４

【問合せ】　企画政策課　☎７７３－６６７２

　旧第二上田小学校施設（校舎と校舎敷地）の利
活用を検討しています。
　今後の施設管理の方向性を検討する参考とする
ため、民間事業者との「対話」により、施設の利
活用について実現可能なアイデアを調査する「サ
ウンディング型市場調査」を実施します。
調査スケジュール
①現地見学会
　日時：10月22日㈭　10：00
　場所：旧第二上田小学校〔長崎〕

②民間事業者との対話
　 日時： 11月４日㈬～６日㈮（各日とも10：00 ～

16：00の、都合のつく１時間程度）
　場所：南魚沼市役所 本庁舎 
※ ①、②ともに事前にエントリーシートによる申
込みが必要です（②のみの申込みも可）

調 査の参加対象　民間事業者（事業の実施を考え
ている法人など）

締切り　10月20日㈫
※ 申込み方法など詳しくは、市ウェブサイト（「サ
ウンディング調査」で検索）をご覧ください

一日前プロジェクト【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　今回は幸い人身事故がなく、まだ救われましたが、災害が起きたときにはここに集まるとかいう
ものは、きちんと前もって決めておいて、それをみんなが守らなくちゃいけないと思いました。
　例えば、災害時に市のほうから食料を持ってきてくれたときに、めいめいに届けてもらうわけに
はいかないわけで、やっぱり、自主防災会を立ち上げておいて、何か起きたときに、みんなの考え
が同じで、同じ場所に寄れるようにしておく必要があるのです。
　最近は自主防災会が増えていて、わたしたちのところも、今までの町内会
をベースに自主防災会としての活動をはじめています。定期的にみんなと話
し合ったり、おじいさんやおばあさん、子どもたちにも防災訓練に出てもら
ったりしています。
　この間も、防災訓練のときに、４年生ぐらいの子どもに消火器を実際に使
わせて、「ああ、オレでもできるんだ」ってやっているわけですけど、そうい
うふうなこともやってみればね、何かのときに役に立つ場合もあると思います。

ࣗओ๷ࡂձʹ͸͓೥دΓ΍ࢠͲ΋΋ࢀՃ
宮城県北部を震源とする地震（平成15年７月）（東松島市　災害当時70代　男性）

උ͑ͯʹ֐ࡂ

　市道美佐島学校町線は道路改
良工事のため、車両通行止めとな
ります。工事が完了するまでは、日
中の通り抜けはできませんのでご
注意ください。国道17号などの迂
回路をご利用ください。
期間　10月７日㈬～26日㈪
　（土・日曜日は除く）
規制時間　8：30～17：00
　（規制時間外は通行可）
規制内容　車両通行止め
　（歩行者は仮設歩道で通行可）

交通規制情報　市道美佐島学校町線で車両通行止めを行います

サウンディング型市場調査を実施します（旧第二上田小学校）

六日町
高等学校

八海
高等学校

北辰
小学校

八海高等学校
グラウンド

主要地方道
十日町六日町線

八幡保育園

近尾川

県道一村尾六日町線 JR上越線

ほくほく線

長岡方面→←湯沢方面

市道八幡田中旧国線

国道
17

国道
253

市道美佐島学校町線

通行止め区間
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り
、
事
ۀ
ऩ
入
の
ݮ
少
෯
に
Ԡ
͡
て
ܰ
ݮ

し
ま
す
。

ର
৅
ͱ
ͳ
Δ
த
খ
事
ۀ
ऀ
ͳ
Ͳ

・ 

ৗ
時
࢖
用
す
る
ै
ۀ
һ
の
਺
が
̍
⁌̌
̌
̌

人
Ҏ
下
の
ݸ
人

・ 

ࢿ
ຊ
ۚ
ֹ
ま
た
は
ग़
ࢿ
ۚ
ֹ
が
̍
ԯ
ԁ

Ҏ
下
の
๏
人

・ 

ࢿ
ຊ
ま
た
は
ग़
ࢿ
を
༗
し
な
い
๏
人
の

う
ͪ
ै
ۀ
һ
਺
が
̍
⁌̌
̌
̌
人
Ҏ
下

（
大
ا
ۀ
の
子
会
ࣾ
আ
く
）
の
๏
人

中
খ
ࣄ
ۀ
ऀ
な
Ͳ
͕
ॴ
༗
す
Δ
ঈ

٫
ࢿ
࢈
ͱ
ࣄ
ۀ
༻
Ո
԰
ʹ
܎
Δ
ݻ

ఆ
ࢿ
࢈
੫
を
ܰ
ݮ
し
ま
す

【
問
合
せ
】 
੫
務
課 

ࢿ
࢈
੫
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

ܰ
ݮ
੍
౓
の
֓
ཁ

ܰ
ݮ
ର
৅

　
事
ۀ
用
家
԰
と
ઃ
උ
な
ど
の
ঈ
٫
ࢿ
࢈

に
ର
す
る
ݻ
定
ࢿ
࢈
੫

ܰ
ݮ
཰

　
ྩ
和
̎
೥
̎
月
～
10
月
ま
で
の
೚
意
の

࿈
ଓ
す
る
̏
か
月
の
事
ۀ
ऩ
入
の
ର
前
೥

ಉ
期
ൺ
の
ݮ
少
཰
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り

ܰ
ݮ
し
ま
す
。

・  

50
ˋ
Ҏ
্
の
場
合
⽅
全
ֹ
໔
আ

・ 

30
ˋ
Ҏ
্
50
ˋ
ະ
ຬ
の
場
合
⽅
̎
分
の

̍
ܰ
ݮ

ਃ
ࠂ
方
๏
ͳ
Ͳ

　

次
の
ॻ
類
を
持
ࢀ
し
て
、
੫
຿
՝　
ࢿ

࢈
੫
൝
に
ਃ
ࠂ
し
て
く
だ
さ
い
。

ఏ
ग़
ॻ
ྨ

ᶃ 

ೝ
定
ܦ
Ӧ
ֵ
新
౳
支
ԉ
ػ
ؔ
౳（
注
）か

ら
֬
ೝ
を
ड
け
た
ਃ
ࠂ
ॻ
（
ݪ
ຊ
）

ᶄ 

ऩ
入
ݮ
を
ূ
す
る
ॻ
類
、
事
ۀ
ઐ
用
ׂ

合
が
分
か
る
ࢿ
ྉ
な
ど
֬
ೝ
を
ड
け
る

ࡍ
に
提
ग़
し
た
ॻ
類
一
（ࣜ
コ
ϐ
ồ
Մ
）

ᶅ 

特
ྫ
ର
৅
ࢿ
࢈
一
ཡ
（
ຖ
೥
行
わ
れ
る

ਃ
ࠂ
を
も
っ
て
提
ग़
と
し
ま
す
）

ớ 

஫
Ờ
ೝ
ఆ
ܦ
Ӧ
ֵ
৽
౳
ࢧ
ԉ
ػ
ؔ
౳
ͱ

͸
・ 
ೝ
定
ܦ
Ӧ
ֵ
新
౳
支
ԉ
ػ
ؔ
⽅
ೝ
定
を

ड
け
た
੫
理
࢜
・
会
ܭ
࢜
・
中
小
ا
ۀ

਍
அ
࢜
、
ۚ
༥
ػ
ؔ
な
ど

・ 

ೝ
定
ܦ
Ӧ
ֵ
新
౳
支
ԉ
ػ
ؔ
に
४
ͣ
る

も
の
⽅
౎
ಓ
෎
ݝ
中
小
ا
ۀ
団
体
中
央

会
、
঎
޻
会
ٞ
所
、
঎
޻
会

ਃ
ࠂ
ظ
ؒ

　

ྩ
和
̏
೥
̍
月
̐
日
 
～
̎
月
̍
日
 

ま
で

ਃ
ࠂ
ॻ
ྨ

　
ਃ
ࠂ
ॻ
、
ه
ࡌ
ྫ
は
市
の
ウ
ェ
ϒ
サ
イ

τ
（「
新
型
コ
ロ
ナ
、
ݻ
定
ࢿ
࢈
੫
」
で

ݕ
ࡧ
）
か
ら
μ
ウ
ン
ロ
ồ
υ
で
き
ま
す
。

˞ 

ৄ
し
く
は
、
中
小
ا
ۀ
ி
の
ウ
ェ
ϒ
サ

イ
τ
（「
ݻ
定
ࢿ
࢈
੫
」
で
ݕ
ࡧ
）
を

ご
֬
ೝ
く
だ
さ
い

中小事業者など 南魚沼市
（税務課　資産税班）

認定経営革新等
支援機関等 会計帳簿などで売上高減少要

件を満たしているかを確認

軽減の流れ（イメージ）
③申告

（令和３年２月１日まで）

④軽減
①申請 ②認定
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【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９

͝Έʹ͠ͳ͍ʂ
̧̏ਪਐίʔφʔ

　
Ώ
き
͙
に
大
和
ප
Ӄ
ま
た
は
、
南
魚
沼

市
民
ප
Ӄ
に
ۈ
຿
す
る
৬
һ
を
ื
ू
し
ま

す
。

৬
छ
ɾ
࠾
༻
༧
ఆ
ਓ
һ

　
ྟ
চ
ݕ
ࠪ
ٕ
　ࢣ
̎
人

ड
ݧ
ཁ
݅

　
ত
和
63
೥
̐
月
̎
日
～
ฏ
成
12
೥
̐
月

̍
日
に
生
ま
れ
、
ྟ
চ
ݕ
ࠪ
ٕ
ࢣ
の
ࢿ
֨

を
༗
す
る
か
、
औ
ಘ
見
込
み
で
、
地
方
公

຿
һ
と
し
て
の
ܽ
֨
৚
߲
に
֘
当
し
な
い

人ࢼ
ݧ
日　
10
月
20
日
 

ࢼ
ݧ
会
場　
南
魚
沼
市
民
ප
Ӄ

 ࢼ

ݧ
Պ
໨　
ઐ
໳
ࢼ
ݧ
（
༗
ࢿ
֨
ऀ
は
໔

আ
）、
࡞
文
、
面
઀

 ࠾

༻
日　
12
月
̍
日
Ҏ
߱
（
ࢿ
֨
औ
ಘ
見

込
ऀ
は
、
ྩ
和
̏
೥
̐
月
̍
日
）

ड
ݧ
ਃ
ࠐ
ॻ
഑
ஔ
場
所

　

南
魚
沼
市
民
ප
Ӄ　
ॸ
຿
՝
（
南
魚
沼

市
民
ප
Ӄ
ウ
ェ
ϒ
サ
イ
τ
か
ら
μ
ウ
ン
ロ
ồ

υ
Մ
）

ਃ
ࠐ
Έ

　
ड
ݧ
ਃ
込
ॻ
に
、
ਃ
込
日
前
̒
か
月
Ҏ

಺
に
ࡱ
Ө
し
た
ࣸ
ਅ
̏
ຕ
（
ॎ
̐
ᶲ
ʷ
ԣ

̏
ᶲ
、
̍
ຕ
は
ਃ
込
ॻ
に
ష
෇
）
と
ཤ
ྺ

ॻ
、
༗
ࢿ
֨
ऀ
は
ࢿ
֨
໔
ڐ
ূ
の
ࣸ
し
を

南
魚
沼
市
ཱ
ප
院
৬
һ
ื
ू

【
問
合
せ
ɾ
ਃ
ࠐ
Έ
】

　
市
ຽ
ප
院 

庶
務
課 

庶
務
係

☎
７
８
８
‐
１
２
２
２

ٞ
会
の
ϥ
δ
Φ
์
ૹ
೔
ఔ

Ỗ
̕
݄
ఆ
ྫ
会
ừ
Ұ
ൠ
࣭
໰
ỬỖ

【
問
合
せ
】 

ٞ
会
事
務
ہ

☎
７
７
３
‐
６
６
５
０

ఴ
え
て
、
ご
提
ग़
く
だ
さ
い
。
༣
ૹ
の
場

合
は
、
؆
қ
ॻ
ཹ
で
ૹ
෇
し
て
く
だ
さ
い
。

（
క
੾
日
必
ண
）

క
੾
Γ　
10
月
12
日
 

ఏ
ग़
ઌ　
˟
９
̐
９ʵ

̒
̒
８
̌

　
南
魚
沼
市
࿡
日
ொ
̎
̒
̐
̏ʵ

̍

　
南
魚
沼
市
民
ප
Ӄ　
ॸ
຿
՝

˞ 

ۈ
຿
時
間
な
ど
ৄ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　
「
̛
̢
Ώ
き
͙
に
」
で
、
９
月
市
ٞ
会

定
ྫ
会
の
一
ൠ
࣭
問
を
์
ૹ
し
ま
す
。
์

ૹ
日
ఔ
や
࣭
問
಺
༰
な
ど
の
ৄ
ࡉ
は
、
市

ウ
ェ
ϒ
サ
イ
τ
に
ܝ
ࡌ
中
で
す
。

์
ૹ
༧
ఆ
ٞ
һ

（
࣭
問
ॱ
Ґ
、
ܟ
শ
ུ
、
10
月
12
日
 
か

ら
予
定
）

ਗ਼
௩
෢
හ
、
Ԭ
ଜ
խ
෉

ക
沢
ಓ
உ
、
ࠤ
౻　
߶

ా
中
せ
つ
子
、
໨
ࠇ
఩
໵

٢
ా
ޫ
ར
、
ࣉ
ޱ
༑
඙

大
ฏ　
߶
、
中
沢
一
ത

Ӭ
Ҫ
୓
ࡾ
、
塩
઒
༟
ل

উ
ຢ
ః
෉
、
Ѩ
部
ٱ
෉

中
沢
ಓ
෉

10月は３R推進月間です
環境に優しい循環型社会
をめざして、ごみの減量
化に取り組みましょう。
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։ؗ��प೥ه೦ʮനͱࠇͷࢻʯ
期間　11月24日㈫まで
　富岡惣一郎は生涯を通して
白の世界を追求してきまし
た。その中で生み出された独
自の白油絵の具「トミオカホ
ワイト」は変わらぬ白で人び
とを魅了しています。富岡が
描いた「白の世界」を初期か
ら晩年まで年代順に展示して
います。

ϥ΢ϯδల��݄ʦ؍ཡແྉʧ
市民ギャラリー　北村美咲「P

ペン
EN  A

アート
RT  V

ファイブ
」

トミオカホワイト美術館

☎775̶3646　FAX 775̶3650　URL http://www.6bun.jp/white/
ˇ一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館９：00～17：00（入館終了16：30）
10月は毎日開館します

市民無料の日：８日㈭、18日㈰、28日㈬

　新型コロナウイルスの影響により、開館時間などが変更になる場合があります。詳しくは各施設にお問い
合わせください。

常設展　～彫る 摺
す
る 画

か
く～「棟方志功の世界」

企画展　期間　11月15日㈰まで
ඒ͖͠೔ຊͷ෩ܠ
　葛飾北斎を始め、歌川広

ひろ

重
しげ

、横山大
たい

観
かん

、片岡球
たま

子
こ

な
ど当館が所蔵する巨匠たちの作品が登場します。日本
の象徴である富士山や、京都の金閣寺、当時の人びと
の様子が描かれた作品をご覧ください。
ೆࠃͷຎᨈෆٞࢥͳੈքʢηϐοΫΞʔτʣ
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域の
島々は、独自の文化を発達させてきました。今ではパ
プアニューギニアからの持ち出しが禁止されている貴
重な民族美術のコレクションを多数展示します。

今泉記念館アートステーション

☎783̶4500　FAX 783̶3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
ˇ一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～17：00（入館16：30まで）
10月は毎日開館します

๺ӽઇේ͍Ζ͸͔Δ͔ͨΒ
「つねならむ」の「む」
「虫？雪中で暮らす虫
　　　　　　　　雪虫なり」
　雪中で虫を見るのは珍しいこ
とですが、越後には雪

せつ
蛆
じょ
という

虫が二種類生息しています。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782̶9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
ˇ大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～16：30
10月の休館：毎週火曜日

ୈ�ճ�ീ৭ͷ৿ͷඒज़లʴീ৭ͷ৿ͷࢠͲ΋ֆըల����
期間　10月10日㈯～ 11月29日㈰
　国内外で活躍する現代美術の作家33人と南魚沼市
内の児童生徒の作品を共同展示する他に類をみない美
術展です。４年連続の開催となります。
10月10日㈯
・10：00 ～ 12：00　出品作家による作品解説会
・ 14：00 ～ 16：00　基調講演「シュルレアリスムと
グラディーヴァ神話」　
　講師：谷川　渥（美学者・美術評論家）
※参加費500円（入館料込）

池田記念美術館

☎780̶4080　FAX 777̶3815　URL http://www.ikedaart.jp
ˇ一般500円／高校生以下無料

開館９：00～17：00（入館終了16：30）
10月の休館：毎週水曜日、５日㈪～９日㈮

��ɾ��݄ͷओެ࠵ԋͷԆظ
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、ご来場
のみなさん、出演者、関係者の安全面を優先と考え、
次の公演を延期することが決定しました。ご来場を予
定していたみなさんに心からお詫び申し上げます。
　今後の予定は、あらためて南魚沼市民会館ウェブサ
イトなどでお知らせします。

南魚沼市民会館
☎773-5500　FAX 772-8161　URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15　 10月の休館：毎週月曜日

延期が決定した公演
10月31日㈯　
　小柳ゆき 20th Anniversary LIVE TOUR 2020 
SPHERE～球宇宙～
11月23日（月・祝）
　水谷千重子　ありがとうコンサート2020 in 南魚沼

「裏磐梯・一本の木」
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ς
ồ
Ϛ
ల
ࣔ

　
　

ಡ
ॻ
ि
ؒ

　
10
月
27
日
 
～
11
月
9
日
 
は

ୈ
74
ճ
ಡ
ॻ
ि
間
で
す
。
ࠓ
೥
の

ඪ
語
は
「
ラ
ス
τ
ϖ
ồ
δ
ま
で
ۦ

け
ൈ
け
て
」
で
す
。
お
す
す
め
の

ຊ
を
紹
介
し
ま
す
。
暮
ら
し
の
な

か
に
「
ಡ
ॻ
」
を
औ
り
入
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

͓
ถ
を
ຯ
Θ
͏

　
10
月
10
日
㈯
は
、「
南
魚
沼
市

コ
γ
ώ
カ
リ
の
日
」
で
す
。「
お

ถ
を
お
い
し
く
た
΂
る
ຊ
」
な
ど
、

お
ถ
の
౾
஌
ࣝ
、
レ
γ
ϐ
ຊ
な
ど

を
用
意
し
ま
し
た
。
子
ど
も
޲
け

の
ຊ
も
紹
介
し
ま
す
。

ϕ
・
Ϡ
ン
ソ
ン
が
自
ら
؂
म
を
୲

当
し
制
࡞
し
た
γ
リ
ồ
ζ
を
σ
δ

λ
ル
リ
Ϛ
ス
λ
リ
ン
ά
に
よ
り
色

઱
や
か
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
パ

ϖ
ỽ
τ
・
Ξ
χ
ϝ
ồ
γ
ἀ
ン
で
す
。

日
時
　
10
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
40
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

多
໨
的
ࣨ

ର
৅
　
子
ど
も
・
一
ൠ

ఆ
һ
　
30
人
（
ઌ
ண
ॱ
）

ֆ
ຊ
ͷ
΁
΍

　
ೕ
༮
ࣇ
޲
け
の
ָ
し
い
ֆ
ຊ
の

ಡ
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

ظ
日
　
ຖ
ि
ਫ
༵
日
　

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

ࣇ
ಐ
コ
ồ
ナ
ồ

಺
༰
　
パ
ネ
ル
γ
Ξ
λ
ồ
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

ର
৅
　
ೕ
༮
ࣇ
・
อ
ޢ
ऀ

ग़
ԋ
　
;
う
せ
ん
の
会

ळ
ͷ
ಡ
ॻ
ि
ؒ
Π
ϕ
ϯ
τ

ࡶ
ࢽ
Ϧ
α
Π
Ϋ
ϧ
市

　
อ
ଘ
期
間
の
ա
͗
た
ࡶ
ࢽ
を
ແ

ঈ
で
配
෍
し
ま
す
。

ظ
ؒ
　
10
月
25
日
㈰
～
11
月
８
日

㈰
ର
৅
ऀ
　
ਤ
ॻ
ར
用
カ
ồ
υ
を
お

持
ͪ
の
市
民
（
ຊ
人
に
ݶ
る
）

˞
ਤ
ॻ
ར
用
カ
ồ
υ
を
࡞
る
に
は
、

ॅ
所
な
ど
が
֬
ೝ
で
き
る
ূ
໌

ॻ
（
運
స
໔
ڐ
ূ
、
อ
ݥ
ূ
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

場
所
　
ਤ
ॻ
館 

サ
ồ
Ϗ
ス
カ
ウ

ン
λ
ồ
前

഑
෍
਺
　
一
人
̏
࡭
ま
で

˞
ࡶ
ࢽ
が
な
く
な
り
次
ୈ
ऴ
了
。

事
前
予
໿
・
औ
り
ஔ
き
は
で
き

ま
せ
ん

͓
͸
ͳ
͠
ͷ
͡
͔
Μ

日
時
　
10
月
̐
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

ࣇ
ಐ
コ
ồ
ナ
ồ

ର
৅
　
ೕ
༮
ࣇ
・
อ
ޢ
ऀ
΄
か

ಡ
ॻ
ͷ
ͭ
Ͳ
͍

͓
͍
し
͍
΋
の
͍
ỳ
ͺ
͍

　
お
い
し
い
৯
΂
物
が
ग़
て
く
る

お
話
や
ख
༡
ͼ
が
た
く
さ
ん
。

日
時
　
10
月
17
日
㈯

・
༮
ࣇ

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

・
小
学
生
（
೥
長
さ
ん
も
）

　
午
後
̎
時
～
̎
時
30
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

多
໨
的
ࣨ

ς
ồ
Ϛ
　
た
΂
も
の

಺
༰
　
大
型
ࢴ
ࣳ
ډ
「
り
ん
ご
く

ん
の
お
う
ͪ
は
ど
こ
ʁ
」、
ຊ

ӡ
ಈ
の
秋
Ỗ
ε
ϙ
ồ
π
で
健
߁
ʂ

　
市
は
、
ฏ
成
27
೥
10
月
̍
日
に
、

ス
ϙ
ồ
ツ
݈
߁
౎
市
એ
言
を
行
い

ま
し
た
。
ス
ϙ
ồ
ツ
を
௨
し
た
݈

߁
ͮ
く
り
に
໾
立
つ
ຊ
や
ό
ラ
ン

ス
の
よ
い
৯
事
の
Ψ
イ
υ
ຊ
な
ど

を
ू
め
ま
し
た
。

ϓ
ϥ
ν
φ
σ
Π

̙
̫
̙
্
ө
ձ

「
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ
̭
௅
ઓ
ऀ
ͨ
ͪ

൵
ئ
の
ؔ
ӽ
τ
ϯ
ω
ϧ
」（
42
分
）

　
日
ຊ
۶
ࢦ
の
फ़し
ỵ
ん
げ
んݫな

ࢁ
、
୩
઒

ַ
。
そ
の
࿢
で
࢝
ま
っ
た
ؔ
ӽ
τ

ン
ネ
ル
の
޻
事
。
౔
໦
ٕ
ज़
ऀ
た

ͪ
は
大
ྔ
の
μ
イ
ナ
Ϛ
イ
τ
で
一

ؾ
に
۷
り
ਐ
Ή
大
࡞
ઓ
に
ଧ
っ
て

ग़
る
。「
一
発
発
ഁ
」
に
ݒ
け
た

உ
た
ͪ
の
υ
ラ
Ϛ
で
す
。

日
時
　
10
月
８
日
 

　
午
前
11
時
～
11
時
50
分

会
場
　
ਤ
ॻ
館 

多
໨
的
ࣨ

ର
৅
　
一
ൠ
・
ߴ
ྸ
ऀ

ఆ
һ
　
30
人
（
ઌ
ண
ॱ
）

̙
̫
̙
্
ө
ձ

「
Ϝ
ồ
ϛ
ϯ
ɹ
ύ
ϖ
ỽ
τ
Ξ
χ

ϝ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ຐ
๏
の
ר
」（
̍
̌
̌

分
）

　
Ϝ
ồ
ϛ
ン
の
生
み
の
親
、
τ
ồ

南魚沼ࢢ  月～金９：30～20：00（土 日 19：00まで）　
休館:１日㈭、15日㈭（図書整理日）

େ　࿨   ☎777-4671火～日 ９：00～ 19：00 
休館：５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪ 毎週月曜日

Ԙ　୔   ☎782-0100　９：00～ 20：00 
（月 土 日 17：00まで）

10月の։館日࣌

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773 6̶677

の
紹
介
΄
か

ର
৅
　
༮
ࣇ
・
小
学
生
・
อ
ޢ
ऀ

΄
か

ೕ
༮
ࣇ
਌
ࢠ
͓
͸
ͳ
͠
ͷ
ձ

ủ
͑
΄
Μ
Ͱ
͋
ͦ
΅
Ứ

;
Μ
Θ
Γ
Ω
ϊ
ί
を
ͭ
く
Ζ
͏

　
ϋ
ロ
ウ
ỹ
ン
࢓
༷
に
し
て
も
ྑ

し
ʂ
か
わ
い
い
キ
ϊ
コ
を
つ
く
り

ま
し
Ỷ
う
。

日
時
　
10
月
23
日
 

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

಺
༰
　
ख
ା
人
形
、
ま
ん
ま
る

ͪ
ゃ
ん
、
ֆ
ຊ
、
パ
ネ
ル
γ
Ξ

λ
ồ
、
ख
༡
ͼ
、
Վ
、
޻
࡞
な

ど
ର
৅
　
ೕ
༮
ࣇ
と
อ
ޢ
ऀ
΄
か

අ
༻
　
ແ
ྉ

ਃ
ࠐ
Έ
　
ి
話
か
サ
ồ
Ϗ
ス
カ
ウ

ン
λ
ồ
で
お
ਃ
し
込
み
く
だ
さ

い
（
ࢀ
Ճ
人
਺
に
よ
っ
て
は
当

日
ࢀ
Ճ
も
Մ
）

८
ճ
ਤ
ॻ
ỏ͝
ར
༻
͘
ͩ
͞
͍

　
９
月
17
日
 
に
塩
沢
ਤ
ॻ
ࣨ
の

८
ճ
ਤ
ॻ
を
̎
̌
̌
࡭
入
れ
ସ
え

ま
し
た
。

　
次
ճ
、
大
和
ਤ
ॻ
ࣨ
は
10
月
15

日
 
に
入
れ
ସ
え
予
定
で
す
。
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773 6̶620　スポパラ☎773 3̶210

10月の休館日　
12日㈪、19日㈪、26日㈪

ディスポート南魚沼

εϥοΫϥΠϯߨशձ
　ベルトの上でバランスをとるスポーツ「スラッ
クライン」の講習会を開催します。遊び感覚で、
まずはベルトの上で片足で立つ練習から始めてみ
ませんか？
日時　10月21日㈬、11月18日㈬
　17：30 ～ 18：30
対象　５歳（年長）児以上（大人も大歓迎）
定員　各回10人（先着）　
受講料　会員：無料、一般：200円
※別途、施設利用料100円が必要（定期券可）
持ち物　運動着、屋外用シューズ、タオル、飲み物
※雨天の場合は中止

期 間　11月12日・19日、12月３日・10日・17日
の木曜日（全５回）　10：30 ～ 12：00　
対象　生後２か月～ハイハイ前の乳児と母親　　
定員　11組（先着）

ୈ̑ظ�ϕϏʔϚοαʔδࣨڭ
　親子で肌のふれあいを通して絆を深めよう！生後すぐのタッチケアは発育を促進します。講師が、赤ちゃ
んに直接触れることはありません。

τϨʔχϯάϚγϯ࢖༻๏ߨशձ
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン
ウォーキングと油圧マシンを使った全身運動をし
てみませんか？マシンは、どなたでも簡単に利用
できます。
日時　10月25日㈰　12：00 ～ 13：30
対象　中学生以上　　定員　６人（先着）
受講料　会員：無料、一般：200円
※別途、施設利用料300円が必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

受講料　会員：1,000円、一般：4,500円　
※別途、材料費500円が必要
受付開始　10月８日㈭　９：00～　　
保険料　年会費や受講料に含まれます。

共通事項
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

ڭ
຿
ࣨ
を
ڭ
ࣨ
に
ॆ
て
る
΄
ど
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
た
め

ত
和
16
೥
に
両
校
で
は
、
校
ࣷ
の

૿
ங
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
੺
ੴ
ࠃ
民
学
校
で
は
、
̐
ڭ
ࣨ

が
૿
վ
ங
さ
れ
、
ॳ
౳
Պ
̏
̐
９

人
、
ߴ
౳
Պ
91
人
の
ࣇ
ಐ
が
ษ
学

に
ྭ
み
ま
し
た
。

　
こ
の
校
ࣷ
の
૿
ங
は
、
ଜ
民
に

よ
る
໿
̎
ສ
ԁ
の
د
෇
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
੺
ੴ
ࠃ
民
学
校

は
、「
全
ଜ
民
協
力
一
க
Ϥ
Ϋ
ᣍ

χ
ຊ
ଜ
ڭ
育
ϊ
఼
ಊ
Ϯ
ݐ
立
ス
Ҏ

テ
後
ੈ
ϊ
ൣ
τ
ス
ϕ
γ
」
と
শ
え

て
い
ま
す
。

　
༗
ࢤ
に
よ
っ
て
両
校
の
૿
ங
に

ਚ
力
し
た
ଜ
民
を
শ
え
た
ه
念
ൾ

が
ݐ
立
さ
れ
ま
し
た
。

南
魚
沼
市
の
ੴ
ൾ
⠶

　
ủ
੺
ੴ 

ࡾ
༻ 

ࠃ
ຽ
学
ߍ
૿
ங　

ه
೦
ൾ
Ứ　 

　ờ
ᣕ
ՙ
沢
Ở

ụ
ࢀ
考
ࢿ
ྉ
Ủứ
あ
か
い
し
Ừ

　ứ
大
和
ொ
の
ۙ
ݱ
・
୅
Ừ

　
ত
和
16
೥
̐
月
、「
ࠃ
民
学
校

ྩ
」
に
よ
っ
て
公
立
小
学
校
は
ࠃ

民
学
校
に
վ
組
さ
れ
ま
し
た
。
長

い
間
、
親
し
ま
れ
て
き
た
「
小
学

校
」
の
名
が
消
え
さ
り
、
あ
ら
た

に「
ࠃ
民
学
校
」（
ত
和
22
೥
ま
で
）

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
ࣇ
ಐ
は

学
校
の
վ
名
を
「
子
ど
も
৺
に
ෆ

思
ٞ
な
感
͡
が
し
た
も
の
で
す
」

と
ৼ
り
ฦ
っ
て
い
ま
す
。

　
ࠃ
民
学
校
の
ڭ
育
方
਑
は
、
஌

育
よ
り
৺
਎
の
म
࿅
や
࿉れ

ん
成せ
い
が
ॏ

要
ࢹ
さ
れ
た
ࠃ
家
ओ
ٛ
的
な
も
の

で
、
ل
ݩ
અ
な
ど
の
ࠃ
家
的
祭
᛾

や
学
校
行
事
を
௨
し
て
ࣇ
ಐ
に
ࢦ

ಋ
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ڭ
育
೥
ݶ
が
８
೥
（
ॳ

౳
Պ
̒
೥
、
ߴ
౳
Պ
̎
೥
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
ত
和
15
೥
ご
Ζ
、
౦
ଜ
の
੺
ੴ

小
学
校
、
ࡾ
用
小
学
校
は
、
ࣇ
ಐ

਺
が
૿
Ճ
し
、
学
級
਺
が
૿
え
た

た
め
ڭ
ࣨ
が
ෆ
଍
し
て
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

จ
Խ
ৼ
ڵ
班

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６ 94
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��݄ͷ৓಺਍ྍॴ�਍ྍ୲౰ҩࢣʢ༧ఆදʣ
受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
 午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
◎来院時はマスクの着用をお願いします。 【問合せ】城内診療所　☎775̶2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
◎ 城内診療所では、自宅まで無料で送迎 
（午前のみ）します。
　電話か窓口でお申し込みください。

１日 ２日 ３日 ４日

髙　橋 髙　橋 休診 休診

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 休診 休診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

26日 27日 28日 29日 30日 31日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 休診

・インフルエンザ予防接種は、10月1日から行います。予約は不要です。

南
魚
沼
健
߁
ϙ
Π
ϯ
τ
ࣄ
ۀ
΁
の
ࢀ

Ճ
を
ड
͚
෇
͚
ͯ
͍
ま
す

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
南
魚
沼
݈
߁
ϙ
イ
ン
τ
事
ۀ
の
Ԡ
ื
期

ݶ
は
11
月
30
日
 
で
、
残
す
と
こ
Ζ
̎
か

月
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
औ
り
組
ん
で
い

な
い
人
も
、
こ
れ
か
ら
の
औ
り
組
み
で
Կ

度
で
も
Ԡ
ื
で
き
ま
す
。
ؾ
ܰ
に
ご
ࢀ
Ճ

く
だ
さ
い
。

　
ϙ
イ
ン
τ
カ
ồ
υ
は
提
ग़
૭
ޱ
で
配
෍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
魚
沼
݈
߁
ϙ
イ

ン
τ
公
ࣜ
̡
̞
̣
̚
Ξ
ϓ
リ
か
ら
の
ࢀ
Ճ

も
で
き
ま
す
。
次
の
̦
̧
コ
ồ
υ
を
ಡ
み

込
Ή
か
、
༑
ୡ
ݕ
ࡧ
で
「
ˏ
̏
̐
８
͇
̵

̾
̹
̀
」
と
入
力
し
༑
ୡ
に
௥
Ճ
し
て
ご

ར
用
く
だ
さ
い
。

˞
݈
߁
ϙ
イ
ン
τ
の
た
め
方
や
Ԡ
ื
方
๏

な
ど
ৄ
し
く
は
、
市
ใ
̑
月
15
日
߸
か

市
ウ
ェ
ϒ
サ
イ
τ
（「
南
魚
沼
݈
߁
ϙ

イ
ン
τ
」
で
ݕ
ࡧ
）
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い

క
੾
Γ　
11
月
30
日
 

ఏ
ग़
૭
　ޱ
อ
݈
՝
、
市
໾
所
૯
合
૭
ޱ
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
λ
ồ
、
市
民
会

館
、大
和・塩
沢
公
民
館
、ਤ
ॻ
館
、σ
ỹ

ス
ϙ
ồ
τ
南
魚
沼
、
南
魚
沼
市
τ
レ
ồ

χ
ン
ά
セ
ン
λ
ồ

ø÷
݄
は
ࣇ
ಐ
ख
౰
・
ಛ
ྫ
څ
෇
の

ࢧ
څ
݄
で
す

【
問
合
せ
】

　
子
育
ͯ
ࢧ
ԉ
課 

͜
Ͳ
΋
Ո
ఉ
ࢧ
ԉ
班

☎
７
７
３
‐
６
８
２
２

　
ࣇ
ಐ
ख
当
・
特
ྫ
څ
෇
を
ࢦ
定
の
ޱ
࠲

に
ৼ
り
込
み
ま
す
。
ご
֬
ೝ
く
だ
さ
い
。

ৼ
ࠐ
日

　
10
月
12
日
 

ର
৅
݄

　
̒
月
～
９
月
分

ख
౰
の
ࢧ
څ
݄
ֹ
（
ࣇ
ಐ
一
人
当
た
り
）

３
ࡀ
ະ
ຬ
の
児
童

　
一
཯　
̍
̑
⁌̌
̌
̌
ԁ

３
ࡀ
Ỗ
খ
学
６
೥
生
の
児
童

　
ୈ
̍
・
̎
子　
̍
̌
⁌̌
̌
̌
ԁ

　
ୈ
̏
子
Ҏ
　߱
̍
̑
⁌̌
̌
̌
ԁ

த
学
生

　
一
཯　
̍
̌
⁌̌
̌
̌
ԁ

ಛ
ྫ
څ
෇

　
一
཯　
̑
⁌̌
̌
̌
ԁ

　
（
所
ಘ
制
ݶ
ݶ
度
ֹ
を
௒
ա
し
た
ड
څ

ऀ
に
支
څ
）

˞
̒
月
の
ݱ
گ
ಧ
が
ະ
提
ग़
の
人
は
支
څ

ఀ
止
と
な
り
ま
す
。
ख
当
を
ड
څ
す
る

た
め
に
は
、
ݱ
گ
ಧ
の
提
ग़
が
必
要
で

す
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ग़
ு
࿑
ಇ
૬
ஊ
会

【
問
合
せ
】

　
৽
ׁ
 ݝ

௕
Ԭ
࿑
ಇ
相
談
所

☎
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

　「
残
ۀ
୅
を
支
෷
っ
て
も
ら
え
な
い
」

「
パ
ϫ
ϋ
ラ
を
ड
け
て
೰
ん
で
い
る
」「
問

୊
の
あ
る
ࣾ
һ
΁
の
ର
ॲ
๏
は
ʁ
」
な
ど
、

࿑
ಇ
に
ؔ
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
೰
み
事
に
࿑

ಇ
૬
ஊ
所
৬
һ
が
Ԡ
͡
ま
す
。
ൿ
ີ
は
ݫ

क
し
ま
す
。
ؾ
ܰ
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
７
日
 

　
正
午
～
午
後
̏
時

会
場
　
塩
沢
公
民
館
̎
֊ 

ࢹ
ௌ
֮
ࣨ

අ
༻
　
ແ
ྉ

ਃ
ࠐ
Έ
　
ෆ
要
。
௚
઀
会
場
ま
で
。

γ
ϧ
ό
ồ
ਓ
ࡐ
η
ϯ
λ
ồ

ø÷
݄
øý
೔
 
は
ײ
ँ
の
೔

【
問
合
せ
ɾ
ਃ
ࠐ
Έ
】
公
ӹ
社
ஂ
๏
ਓ

南
魚
沼
γ
ϧ
ό
ồ
ਓ
ࡐ
η
ϯ
λ
ồ

☎
７
７
２
‐
４
９
７
３

　
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
支
ԉ
に
感
ँ

し
、
一
૚
の
理
解
を
ئ
っ
て
আ
૲
・
ਗ਼
૟

な
ど
の
ไ
࢓
࡞
ۀ
を
行
い
ま
す
。

会
場
　
࿡
日
ொ
・
ޒ
日
ொ
・
魚
沼
ٰ
ྕ
Ӻ

周
辺
、
Ώ
き
͙
に
大
和
ප
Ӄ
、
塩
沢
市

֗
地
֗
࿏
周
辺

会
һ
ื
ू

　
あ
な
た
の
๛
か
な
஌
ࣝ
と
ܦ
ݧ
を
地
域

の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
お

Ή
Ͷ
60
ࡀ
Ҏ
্
の
、
݈
߁
で
ಇ
く
意
ཉ
が

あ
る
人
を
ื
ू
し
て
い
ま
す
。

࢓
事
ঝ
Γ
·
͢

　
ྟ
時
、
୹
期
、
࢓
事
ྔ
の
多
少
、
ब
ۀ

時
間
の
長
୹
に
ؔ
わ
ら
ͣ
ご
࿈
བྷ
く
だ
さ

い
。魚

沼
ς
Ϋ
ϊ
ε
Ϋ
ồ
ϧ

øø
݄
ೖ
ߍ
生
ड
ߨ
ऀ
ื
ू

【
問
合
せ
】

　
৽
ׁ
ݝ
ཱ
魚
沼
ς
Ϋ
ϊ
ε
Ϋ
ồ
ϧ

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

事
務
Ԡ
༻
Պ
３
ظ

ର
৅
　
パ
ソ
コ
ン
の
஌
ࣝ
・
ٕ
ೳ
や
฽
ه

を
学
ͼ
、
ब
৬
を
ر
๬
す
る
人

ظ
ؒ
　
11
月
̒
日
 
～
ྩ
和
̏
೥
̏
月
̑

日
 
（
౔
・
日
༵
日
、
ॕ
日
、
೥
຤
೥

࢝
を
আ
く
）

時
ؒ
　
午
前
９
時
20
分
～
午
後
̏
時
50
分

会
場
　
ス
リ
ồ
Τ
ス
̞
̩
τ
レ
ồ
χ
ン
ά

セ
ン
λ
ồ
ờ
े
日
ொ
市
ҏ
ୡ
ߕ
Ở

ఆ
һ
　
15
人

අ
༻
　
ແ
ྉ
（
テ
キ
ス
τ
୅
、
ݕ
定
ྉ
な

ど
の
自
ݾ
ෛ
୲
あ
り
）

క
੾
Γ
　
10
月
16
日
 

ਃ
ࠐ
Έ
　
ϋ
ロ
ồ
ϫ
ồ
Ϋ
南
魚
沼

ủ
ҹ
৅
Ξ
ỽ
ϓ
ߨ
࠲
Ứ
ड
ߨ
生
ื
ू

ର
৅　
コ
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ン
力
を
਎
に

つ
け
ҹ
৅
力
を
্
げ
た
い
人（
ࡏ
৬
ऀ
）

日
時
　
10
月
21
日
 
・
28
日
 （
̎
日
間
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
̐
時
30
分

会
場
　
魚
沼
テ
Ϋ
ϊ
ス
Ϋ
ồ
ル
ờ
魚
沼
市

ງ
೭
಺
Ở

ߨ
ࢣ
　
ࠤ
౻
༟
ඒ
さ
ん
（
ҹ
৅
Ξ
ỽ
ϓ

コ
ồ
σ
ỹ
ネ
ồ
λ
ồ
）

ఆ
һ
　
10
人

ड
ߨ
ྉ
　
̎
⁌９
̌
̌
ԁ

క
੾
Γ
　
10
月
14
日
 

ਃ
ࠐ
Έ　
魚
沼
テ
Ϋ
ϊ
ス
Ϋ
ồ
ル

ए
ऀ
ࢧ
ԉ
「
ָ
し
く
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ

γ
ἀ
ϯ
」
開
催

【
問
合
せ
ɾ
ਃ
ࠐ
Έ
】

　
子
Ͳ
΋
ɾ
ए
ऀ
相
談
ࢧ
ԉ
η
ϯ
λ
ồ

　
ớ
ए
ऀ
ࢧ
ԉ
୲
౰
Ờ

☎
７
８
８
‐
１
９
５
１

　「
ؾ
持
ͪ
を
う
ま
く
఻
え
た
い
」「
人
間

ؔ
܎
を
ԁ
׈
に
し
た
い
」
な
ど
の
思
い
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ʁ
少
人
਺
ά
ル
ồ
ϓ
で
ָ

し
く
ή
ồ
Ϝ
感
֮
の
コ
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ

ン
を
体
ݧ
し
ま
す
。
人
と
交
ྲྀ
す
る
ָ
し

さ
を
感
͡
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
15
日
 

　
午
後
̎
時
～
̏
時
30
分

会
場
　
子
ど
も
・
ए
ऀ
૬
ஊ
支
ԉ
セ
ン

λ
ồ

ର
৅
　
市
಺
ࡏ
ॅ
の
ٛ
຿
ڭ
育
ऴ
了
～
39

ࡀ
の
ए
ऀ

క
੾
Γ
　
10
月
13
日
 

ਃ
ࠐ
Έ
　
ి
話
で
お
ਃ
し
込
み
く
だ
さ
い
。

˞
10
月
̍
日
 
～
̎
日
 
の
࿈
བྷ
ઌ
は

　
☎
７
８
̎
ổ
̌
̍
̌
（̌
塩
沢
公
民
館
）

と
な
り
ま
す

Ԡ
ٸ
ख
౰
ී
ٴ
һ
ߨ
習

【
問
合
せ
ɾ
ਃ
ࠐ
Έ
】
南
魚
沼
市
消
防

本
部 

ܯ
防
課 

ٹ
ٸ
係

　
☎
７
８
２
‐
５
３
３
１

　
Ԡ
ٸ
ख
当
ී
ٴ
һ
を
औ
ಘ
す
る
と
、
ۈ

຿
ઌ
や
地
域
の
防
災
組
৫
な
ど
で
ී
௨
ٹ

໋
ߨ
習
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
11
月
12
日
 
～
14
日
㈯
（
̏
日
間
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
̑
時
15
分

会
場　
南
魚
沼
市
消
防
ຊ
部
ờ
஛
ມ
Ở

අ
༻　
ແ
ྉ 

࣋
ͪ
෺　
౦
ژ
๏
ྩ
ग़
൛
「
Ԡ
ٸ
ख
当
ී

ٴ
һ
ߨ
習
テ
キ
ス
τ
」（
̐
⁌９
̏
７
ԁ
）

˞
ߪ
入
ر
๬
ऀ
は
、
ਃ
込
み
時
に
お
ਃ
し

込
み
く
だ
さ
い

ͦ
の
ଞ　
ன
৯
は
֤
自
で
用
意

క
੾
Γ　
10
月
29
日
 

˞
必
ͣ
Ϛ
ス
Ϋ
を
ண
用
し
、
実
ٕ
の
で
き

る
෰
૷
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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ୈ
ûø
ճ
南
魚
ඒ
ज़
ڠ
会
会
һ
ల

【
問
合
せ
】
事
務
ہ
ớ
֯
୩
Ờ

☎
０
２
５
‐
７
８
４
‐
３
８
５
７

　
南
魚
ඒ
ज़
協
会
会
һ
に
よ
る
、
̐
部
໳

の
૯
合
ඒ
ज़
ల
ཡ
会
で
す
。
ͥ
ͻ
ご
ཡ
く

だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
17
日
㈯
～
19
日
 

　
午
前
９
時
～
午
後
̑
時

　（
19
日
は
午
後
̐
時
ま
で
）

会
場

　
大
和
̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン
λ
ồ 

体
育
館

ờ
ఱ
Ԧ
ொ
Ở

ೖ
場
ྉ
　
ແ
ྉ

˞
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
公
開
合
ධ
会
は
実
ࢪ
し
ま

せ
ん

ߴ
ྸ
ऀ
झ
ຯ
の
࡞
඼
ల
ͱ
Ԙ
୔
ඒ

ज़
ల
の
࡞
඼
ื
ू

【
問
合
せ
ɾ
ਃ
ࠐ
Έ
】

　
塩
沢
公
ຽ
ؗ
ớ
事
務
ہ
Ờ

☎
７
８
２
‐
０
１
０
０

ߴ
ྸ
ऀ
झ
ຯ
の
࡞
඼
ల
࡞
඼
ื
ू

ର
৅
　「
ߴ
ྸ
ऀ
झ
ຯ
の
ڭ
ࣨ
」
ࢀ
Ճ
ऀ

か
、
60
ࡀ
Ҏ
্
の
市
಺
ࡏ
ॅ
ऀ

部
門
　
ಃ
芸
、
ॻ
ಓ
、
ख
芸
、
ֆ
ը
、
஛

わ
ら
ࡉ
޻
、
生
花
、
ຍ
栽
な
ど
（
ֆ
ը

と
ॻ
の
部
໳
の
み
̍
人
̎
఺
Ҏ
಺
）

ൖ
ೖ
　
10
月
27
日
 
　
午
前
９
時
～
11
時

ग़
඼
ྉ
　
ແ
ྉ

క
੾
Γ
　
10
月
20
日
 

։
࠵
日
時
　

・
10
月
27
日
 

　
午
後
̍
時
～
̐
時
30
分

・
10
月
28
日
 
　

　
午
前
９
時
～
午
後
̐
時
30
分

・
10
月
29
日
 
　

　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
塩
沢
公
民
館 

ߨ
ಊ
・
ロ
Ϗ
ồ

ೖ
場
ྉ
　
ແ
ྉ

ୈ
41
ճ
南
魚
沼
市
塩
沢
ඒ
ज़
ల
࡞
඼
ื
ू

ର
৅
　
南
魚
沼
܊
・
市
಺
に
ࡏ
ॅ
、
ま
た

は
市
಺
に
௨
ۈ
・
௨
学
し
て
い
る
人

部
門
　
ֆ
ը
、
൛
ը
、
ூ
ࠁ
、
޻
芸
、
ॻ

ಓ
、
ࣸ
ਅ
な
ど

ग़
඼
਺
　
̍
部
໳
̍
人
̎
఺
Ҏ
಺

ग़
඼
ྉ

一
ൠ
⽅
̍
部
໳
̍
఺
̑
̌
̌
ԁ
、
̎
఺
̒

̌
̌
ԁ

ߴ
校
生
Ҏ
下
⽅
̍
部
໳
̍
఺
̏
̌
̌
ԁ
、

̎
఺
̐
̌
̌
ԁ

ड
෇
ɾ
ൖ
ೖ
　
10
月
31
日
㈯
　

　
午
前
９
時
～
午
後
̏
時

։
࠵
日
時
　
11
月
̍
日
㈰
～
̏
日
（
火
・

ॕ
）

　
午
前
９
時
～
午
後
̑
時

　（
࠷
ऴ
日
は
午
後
̐
時
ま
で
）

会
場
　
塩
沢
公
民
館 

ߨ
ಊ

ೖ
場
ྉ
　
ແ
ྉ

˞
ग़
品
ن
定
な
ど
ৄ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

χ
Π
Ψ
λ
আ
ઇ
の
ୡ
ਓ
બ
ख
ݖ
の

開
催

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
஍
Ҭ
੔
උ
部 

ܭ
ը
ௐ
੔
課

☎
７
７
２
‐
２
６
６
１

　
ݐ
ઃ
課 

ҡ
࣋
管
理
班

　
　
☎
７
７
３
‐
６
６
７
４

　
ੈ
ք
で
も
༗
਺
の
߽
ઇ
地
ଳ
で
あ
る
南

魚
沼
地
域
の
ಓ
࿏
আ
ઇ
Φ
ϖ
レ
ồ
λ
た
ͪ

が
、
こ
の
日
ݶ
り
の
特
ผ
コ
ồ
ス
で
熟
࿅

の
ٕ
ज़
を
ڝ
い
合
い
ま
す
。
ಓ
࿏
আ
ઇ
Φ

ϖ
レ
ồ
λ
の
՚
ྷ
な
ٕ
ज़
、
ഭ
力
あ
る
আ

ઇ
ं
の
ٕ
を
ͥ
ͻ
間
ۙ
で
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。

　
南
魚
沼
地
域
合
ಉ
আ
ઇ
ग़
ಈ
ࣜ
も
ಉ
時

開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
20
日
 
　
午
後
̍
時
～
̏
時

30
分

会
場
　
イ
Φ
ン
࿡
日
ொ
ళ 

ற
ं
場

˞
ৄ
し
く
は
、
新
ׁ
ݝ
ウ
ェ
ϒ
サ
イ
τ

（「
χ
イ
Ψ
λ
আ
ઇ
の
ୡ
人
બ
ख
ݖ
」
で

ݕ
ࡧ
）
を
ご
ཡ
く
だ
さ
い

݁
ࠗ
の
学
ߍ
ମ
ݧ
ε
Ϋ
ồ
ϧ
ୈ
̍

෦
「
͋
な
ͨ
の
࿀
Ѫ
ˍ
ࠗ
׆
͕
͏

ま
く
͍
く
ํ
๏
を
͓
఻
͑
し
ま
す
」

ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

【
問
合
せ
ɾ
ਃ
ࠐ
Έ
】
ג
ࣜ
会
社
Ξ
Ϋ

η
ε
ɾ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

☎
０
２
５
‐
２
４
８
‐
４
５
５
３

　
新
ׁ
ݝ
「
あ
な
た
の
ࠗ
׆
」
Ԡ
ԉ
ϓ
ロ

δ
ェ
Ϋ
τ
ೝ
定
イ
ϕ
ン
τ
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
঱
の
ର
ࡦ

を
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
̍
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

　（
当
日
午
後
̏
時
か
ら
ಉ
会
場
で
ࠗ
׆

イ
ϕ
ン
τ
を
開
催
予
定
）

会
場
　

　
南
魚
沼
市
ਤ
ॻ
館 

多
໨
的
ࣨ

ର
৅

　
உ
ੑ
25
ࡀ
～
54
ࡀ
、
ঁ
ੑ
22
ࡀ
～
54
ࡀ

˞
உ
ঁ
ผ
に
開
催
し
ま
す

ఆ
һ
　
உ
ঁ
֤
10
人

ࢀ
Ճ
අ
　
̏
⁌̌
̌
̌
ԁ

಺
༰
　
࿀
愛
、
ࠗ
׆
の
೰
み
と
そ
の
ݪ
Ҽ
、

コ
ϛ
ỿ
χ
έ
ồ
γ
ἀ
ン
の
と
り
方
・
話

し
方
、
ক
来
の
໨
ඪ
に
޲
け
た
ΰ
ồ
ル

ઃ
定
の
方
๏
を
解
આ
し
ま
す
。

ओ
࠵

　
一
ൠ
ࣾ
団
๏
人
日
ຊ
ࠗ
׆
ڭ
育
協
会
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し
ゃ
く
な
げ
学
級
発
表
会
・
中
央

公
民
館
文
化
祭
は
中
止
し
ま
す

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

　
10
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
し
ゃ
く

な
げ
学
級
発
表
会
・
中
央
公
民
館
文
化
祭

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
「
里
親
制
度
」

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
児
童
相
談
所

　
☎
７
７
０
‐
２
４
０
０

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
か
ら
離
れ
て

暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
を
温

か
く
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
理
解
を

持
っ
て
、
成
長
を
支
え
る
人
を
「
里
親
」

と
い
い
ま
す
。
里
親
に
は
次
の
よ
う
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。

養
育
里
親
　
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

を
一
定
期
間
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
て
養
育
す
る

養
子
縁
組
里
親
　
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養

親
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
子
ど
も

を
養
育
す
る

　
里
親
制
度
に
つ
い
て
、
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
協
力
し
た
い
、
話
だ
け
で
も
聞
い

て
み
よ
う
と
思
う
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
消
防
団

秋
季
消
防
演
習
を
実
施

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
消
防
本
部 

消
防

庶
務
課 

通
信
指
令
係

☎
７
８
２
‐
９
１
１
９

　
南
魚
沼
市
消
防
団
大
和
・
塩
沢
方
面
隊

で
は
、
秋
季
消
防
演
習
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
午
前
７
時
に
、
大
和
・
塩
沢
地

域
全
域
で
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
18
日
㈰
　

大
和
方
面
隊

　
午
前
８
時
～
正
午

塩
沢
方
面
隊

　
午
前
９
時
～
11
時

会
場

大
和
方
面
隊
　
南
魚
沼
市
消
防
署
大
和
分

署
塩
沢
方
面
隊
　
塩
沢
小
学
校 
体
育
館

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

学
園
祭
の
開
催
を
中
止
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

☎
７
７
９
‐
４
５
１
１

　
10
月
31
日
㈯
・
11
月
1
日
㈰
に
予
定
し

て
い
た
学
園
祭
「
魚
沼
祭
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

安
全
を
考
慮
し
、
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

誠
に
残
念
で
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

八
色
の
森
か
ら 

㉚

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な
ど
を

紹
介
し
ま
す

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
と
キ
ツ
リ
フ
ネ

　
南
魚
沼
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
花
で
、
沢

沿
い
の
や
や
湿
っ
た
場
所
に
群
生
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
花
の
形
が
特
徴
的
で
、

花
器
の
吊
舟
（
釣
舟
）
に
見
立
て
た
名
前

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、

花
が
紫
色
の
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
と
黄
色
の
キ

ツ
リ
フ
ネ
が
あ
り
ま
す
。
両
種
は
花
の
色

だ
け
で
な
く
、
花
の
後
部
の
形
が
異
な
り

ま
す
。
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
く
る
り
と
巻
い

て
い
て
、
キ
ツ
リ
フ
ネ
は
垂
れ
下
が
っ
て

い
ま
す
。
葉
の
形
も
少
し
異
な
る
の
で
、

慣
れ
て
く
れ
ば
葉
だ
け
で
も
見
分
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
筒
状
の
花
の
奥
に
蜜
が
あ
り
、
蜜
を
求

め
て
潜
り
込
ん
だ
虫
に
花
粉
を
運
ば
せ
ま

す
。

　
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
仲
間

で
す
。
成
熟
し
た
実
に
触
る
と
弾
け
て
種

を
飛
ば
し
ま
す
。
こ
の
仲
間
の
学
名

Im
patiens

（
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
）
は
ラ

テ
ン
語
の
「
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
単

語
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

い
く
つ
か
あ
る
花
言
葉
に
、「
私
に
触
ら

な
い
で
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
園
芸
用
に
交
配
さ
れ
た
品
種
も
あ
り
ま

す
。
家
庭
で
栽
培
し
て
い
る
場
合
、
野
生

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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100歳 おめでとうございます
～今年度100歳を迎えるみなさんのご紹介～

【問合せ】福祉課 高齢福祉係　☎７７３ー６６６７

水落 フミヨさん〔田町〕 湯本 井トさん〔富町〕 山田 カヅ子さん〔天王町〕 岡村 トシさん〔鰕島〕

中島 サクさん〔下二（大崎）〕 志太 カツさん〔芹田〕 関 ムメノさん〔岡〕 加藤 テルさん〔下出浦〕

内田 ヨリノさん〔法音寺〕 島田 敏夫さん〔宇津野〕 岡田 弘さん〔五日町３区〕 長屋 チヨエさん〔畔地〕

小澤 良野さん〔宮〕 遠山 ヨシノさん〔余川本町〕 山田 ハツノさん〔上町１丁目２区〕 佐藤 キリノさん〔上町１丁目３区〕

富所 イセさん〔上町１丁目３区〕 髙橋 フサさん〔上町１丁目４区〕 井川 アイさん〔三分区〕 関 カネさん〔大木六〕
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News PlazaNews Plaza
　設計技術者の派遣・請負業の大手である株式会社アルプス技研の創
業者最高顧問の松井利夫さんから、出身地である当市の発展を願って、
起業家育成支援とリゾートオフィス・田園都市構想の推進を目的に、
３億円のご寄附をいただきました。松井さんは「地域を活性化するた
めには、地域で次世代の起業家を育てることが重要」という思いから、
次世代の起業家育成に取り組まれています。そこで当市に向けて、起
業家の海外研修への支援や当市が持つ豊かな自然環境、地域資源、ア
クセスの良さを活かした新たな働き方ができる環境整備についてご提
案いただきました。今後、いただいたご寄附は基金に積み立て、ご厚
意に沿うよう有効に活用させていただきます。今回のご寄附は、南魚
沼市表彰条例の篤行表彰に該当するため、贈呈式に併せて表彰状を授
与しました。
 松井さんは「故郷六日町の六日町高等学校を卒業し、社会人として踏
み出してから来年で60年を迎えます。創業した会社が2年前に50周年を
迎え、ふと浮かんだのが故郷のことです。産業振興や経済の活性化は、
社長が誕生しないと動きません。経験を生かして、ふるさとにも奉公
するべきだろうと考え、その話を南魚沼市にしたところ、同じような
考え方を持っていて、とてもいいタイミングで話が進んでいきました。
故郷に財産の一部を還元し、貢献できるのは、ありがたい事だと思っ
ています」と、語りました。

みなみうおぬまニュースプラザみなみうおぬまニュースプラザ
8月28日㈮ 松井利夫さんから起業家育成などを目的に寄附金が贈呈されました。

　小澤さんは、昭和48年５月からの４年間と、平成９年５月からの７
年６か月にわたり、六日町議会議員として、平成13年５月から平成16
年10月までは、六日町議会議長として地方自治の推進などに尽力され
ました。平成16年11月から平成17年10月までは、南魚沼市議会議員と
して、南魚沼市の新たなまちづくりに貢献されました。
　小澤さんは「自分が受章するなんて夢にも思っていなかった。家族
や支えてくれたみなさんに感謝しています」と語りました。
※高齢者叙勲は、国家や公共のために功労があった88歳になられた人
　に授与されるものです

高齢者叙勲「旭日単光章」を受賞　小澤 謙二さん〔宮〕元南魚沼市議会議員

田村 菊江さん〔坪池〕 水澤 シヅイさん〔関〕 林 照江さん〔関〕 佐藤 ヨシさん〔田崎〕

※今年度100歳を迎える人で、氏名・行政区名の掲載に同意いただいた人のみを掲載しています
（令和２年９月11日現在）

駒形 ナヲさん〔谷地〕、杉田 三千代さん〔田町〕、西野 貞子さん〔天王町〕、山口 正廣さん〔下一〕、
川邊 キヨさん〔下薬師堂〕、内田 武文さん〔横新田〕、村山 芳正さん〔吉里〕、山田 ムラさん〔天野沢〕、
髙野 ツナさん〔五郎丸〕、上村 クニさん〔思川〕、種村 ヨシさん〔石打〕

～みなさん、いつまでもお元気でいてください～
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編集後記

救 急 医 療

ほのぼの広場ほのぼの広場

【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で
救急車を呼んでください。
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）

　９月３日㈭、市内の若手農業者が自ら企
画・演出・出演したプロモーション動画「農／
ＫＮＯＷ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ」の撮影が行われ
ました。この動画は南魚沼産コシヒカリの普

及促進の他、農業のすばらしさや従事する人びとのカッコ
よさを動画共有サイトＹｏｕＴｕｂｅ上で公開してＰＲしてい
ます。第２弾となる今回の動画は、11月下旬の公開をめざし
て製作が進められています。（写真提供：ヒロスイ写真館）

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和２年
８月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※10月19日㈪～25日㈰は「行政相談週間」です。
　ぜひこの機会にご利用ください
10月21日㈬ 13:00～15:00  市役所本庁舎南分館
【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55 ,458人（先月比 －66）
●男　　  27 ,161人（先月比 －36）
●女　　  28 ,297人（先月比 －30）
●世帯数  19 ,920戸（先月比 －28）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　南魚沼市図書館 児童コーナー

ＤＶＤ上映会「ムーミン パペットアニメーション」
10：00～11：40　南魚沼市図書館 多目的室

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階

プラチナディＤＶＤ上映会
「プロジェクトX　悲願の関越トンネル」
11：00～11：50　南魚沼市図書館 多目的室

第10回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階 旧議場

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

4日㈰

8日㈭

18日㈰
23日㈮
24日㈯
26日㈪

10月のカレンダー10月のカレンダー

　新しい生活様式をもとに開いていますので、ご
理解とご協力をいただき、ぜひご利用ください。
対象　南魚沼市に住所がある未就学児と保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童と保護者
時間　１部９：30～12：00、２部13：00～15：30

来場のみなさんへのお願い
・身分証明書の提示（住所がわかるもの）
・家庭での検温（来館前に測る）
・マスク着用（大人のみ）
・入室時の手洗いか手指の消毒
・水分補給・授乳以外の飲食はできません
※体温が３７.５℃以上ある人は入場できません。
　咳や熱などの症状がある場合は検温や退場をお
　願いしたり、制限人数を超える場合は入場でき
　ない場合があります。ご了承ください
お知らせ
　令和３年度の「入園について」説明会を開催し
ます。事前の申し込みは不要です。気軽におこし
ください。
開催日　大和会場　　10月８日㈭
　　　　六日町会場　10月13日㈫
　　　　塩沢会場　　10月９日㈮
時　間　10:30～11:00
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

　涼しい日が多くなり、秋の訪れを感
じるようになりました。夕陽を受け、

黄金色の稲穂が輝く、美しい田園風景が市内に広がっ
ています。今年は新型コロナウイルス感染症の影響で
多くのイベントが中止になりました。来年こそ、新米
の時期に合わせたイベントが実施できることを願って
います。（Ｋ.Ｍ）

　大 和 会 場　 大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日　　　１・２部ともに１０組

　六日町会場　 イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日　１・２部ともに２０組

　塩 沢 会 場　 塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日　　　１・２部ともに１０組

今月の
表紙 ノウ           ザ            フューチャー

ユー       チューブ


